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研究成果の概要（和文）：『現代日本語書き言葉均衡コーパス』を元にした指標比喩（直喩）データベース・語
義に基づく比喩データベースを構築した。前者の指標比喩データベースについては、中村明著『比喩表現の理論
と分類』に基づく指標比喩データベースとともに整理をしたうえで、2022年夏に公開する。
語義に基づくデータベースについては、国際会議 RaAM 15 (15th Researching and Applying Metaphor 
Conference: 2022年9月 online)に採択された。今後、論文誌に投稿するとともに、語義に基づく比喩データベ
ースの公開準備を進める。

研究成果の概要（英文）：We constructed simile and metaphor expression databases based on the 
Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese. We will release the simile expression database 
based on the Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese and 'A stylistic study of the 
figurative' by Akira Nakamura in 2022.
The oral presentation of the metaphor expression database will be made at an international 
conference RaAM15 (15th Researching and Applying Metaphor Conference: September 2022, online). We 
will also write an article on the metaphor expression database, and release it.

研究分野： コーパス言語学

キーワード： 比喩表現　直喩　隠喩
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本語において、電子化された大規模な比喩データベースは限定的であった。今回、文学作品を主とした中村明
著『比喩表現の理論と分類』の電子化データに加えて、新たに『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の書籍・雑
誌・新聞データを対象に指標比喩・結合比喩の情報を大規模に付与した。これにより定量的に比喩表現の使用実
態が評価できるようになった。
さらに同データには一般の方が比喩と捉えるかどうかについての知覚実験結果を付与した。定量的に比喩表現の
受容過程を評価できるようになった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

日本語において比喩表現用例は、『比喩表現の理論と分類』（中村 1977）『比喩表現辞典』(中村 

1995) など冊子体のものがほとんどで、用例採取対象も文学作品に限定されていた。 

一方、他言語においては英語の VU Amsterdam Metaphor Corpus (Steen 2010) が British 

National Corpus の academic texts, conversation, fiction, and news texts を対象にするなど

複数のレジスタを対象にしたデータが整備されていた。 

 

２．研究の目的 

 

本研究の目的は、『現代日本語書き言葉均衡コーパス』を元にした比喩データベースの構築であ

る。文学作品のみならず、他のジャンルの書籍・新聞・雑誌などを対象とし、現代日本語の比喩

表現の実態を定量的に評価する。対象は指標比喩（直喩）・結合比喩（隠喩）とする。 

 

３．研究の方法 

 

基礎的な資料として、国立国語研究所が著作権を所有する『比喩表現の理論と分類』（中村 1977）

の指標比喩・結合比喩のデータベース化を行った。具体的には、同書籍を電子化したうえで、

Microsoft Excel の帳票形式に変換した。同データに対して、新たに比喩の分類を付与したほか、

被喩辞・喩辞などの情報も付与した。さらに、一般の方が比喩表現と認識できるか否かについて

の評価を実施した。 

 

『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（以降 BCCWJ）を元にした比喩データベースは 

 指標比喩データベース（中村 (1977)による A 型把握（第 1 類））： 

概念の移行や転換のほかに，「表現主体の比喩意識の反映と見られる何らかの言語形式をそなえ

て（pp.167-168）」いるグループ 

 MIP VU (Steen 2010) に基づく比喩データベース： 

の２種類の比喩表現を対象に BCCWJ のコアデータに基づき構築した。 

 

指標比喩データベースの構築は、中村 (1977) の指標表現のリストを BCCWJ に適合させるほ

か、指標表現と同じ分類語彙表番号の語彙も指標表現候補として展開し、比喩表現の抽出を行っ

た。 

 

MIP VU に基づく比喩データベースは、VU Amsterdam Metaphor Corpus が採用した MIP VU 

(Steen 2010) を用い、分類語彙表番号の語義に基づく検討を行い、比喩表現の抽出を行った。 

 

いずれのデータも比喩の分類を付与したほか、被喩辞・喩辞などの情報も付与した。さらに、

一般の方が比喩表現と認識できるか否かについての評価を実施した。 

 

 



４．研究成果 

 

主な本研究の成果として、以下の論文・学会発表がある。 

加藤祥，菊地礼，浅原正幸 (2020).「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』に基づく指標比喩

データベース」『自然言語処理』27(4):853-887. 

加藤祥(2020).「日本語比喩情報付与コーパスの作成と新聞における比喩実態調査の試み」

『認知言語学の羽ばたき―実証性の高い言語研究を目指して―』144-159. 東京：開拓社. 

加藤祥, 菊地礼, 浅原正幸 (2022) .「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』に対する MIP に

基づく比喩表現情報の付与」『言語処理学会第 28 回年次大会発表論文集』: 1427-1432. 

結合比喩データベースについては、国際会議 RaAM 15 (15th Researching and Applying 

Metaphor Conference: 2022 年 9 月 online)に採択された。今後、論文誌に投稿するととも

に、結合比喩データベースの公開準備を進める。 

 

さらに、以下のようなデータベースを作成した。2022 年度以降、順次公開予定である。 

『比喩表現の理論と分類』のデータベース版（指標比喩・結合比喩） (2022 年度中に公開) 

『現代日本語書き言葉均衡コーパス』指標比喩データベース (2022 年度中に公開) 

MIP VU に基づく『現代日本語書き言葉均衡コーパス』比喩データベース（仮称） (2023 年

以降に公開) 

 

本データベースに基づき、書籍・雑誌と比べて新聞記事に比喩表現が多用されていることが

確認された。また新聞記事で多用されている比喩表現は、一般の方が比喩性を認めることの

少ない用例が多かった。今後、同一性否定の観点や、英語の比喩データベースとの対照分析

を進めたい。 
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